
鷺
浦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

向
田
海
岸
へ
集
合

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習

２
カ
所

町
内
会
行
事
予
定

（
三
ヶ
月
）

７
月

(

日)

向
田
海
水
浴
場

・
６
月

日(

木)

鷺
港
待
合
室
設
置
・
佐

８
／
６(

水)

や
っ
さ
練
習

13

26

午
前

蒔
～

蒔
半

木
区
役
員

名
、
操
作
の
講
習
を
受
け
る
。

９(

土
）
や
っ
さ
踊
り
出
場

10

11

20

五
藤
市
長
は
じ
め
・
海
上

待
合
室
の
中
な
の
で
、
夜
間
は
三
区
長

(

水)

ト
ラ
イ
冊
子
配
布
予
定

７

12

保
安
庁
，
港
湾
関
係
者
，
小

宅
に
あ
る
鍵
を
使
用
す
る
こ
と
。

(

木
）
盆
行
事

９

13

・
中
学
生
，
海
洋
少
年
団
，

・
７
月

日(

木)

鷺
浦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

(

金
）
三
地
区
盆
踊
り
大
会

３

17

14

三
菱
研
修
生
，
鷺
浦
町
民
等

ン
タ
ー
設
置
・
向
田
区
役
員

名
講
習
を

（
土
）
前
日
準
備

５

20

30

々
約

名
が
海
岸
掃
除
に
汗

受
け
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
心
肺
停
止

(

日
）
第

回
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

数

250

31

19

を
流
し
ま
し
た
。

で
は
す
ぐ
に
、
胸
部
圧
迫
（
一
分
間

回
）
９
／

(

日
）
向
田
・
須
ノ
上
敬
老
会

ス

100

14

今
年
は
集
合
後
、
三
地
区

と
２
回
の
人
口
呼
吸
を
そ
の
後
、
自
動
の

(

日)

佐
木
敬
老
会

セ

21

そ
れ
ぞ
れ
の
海
岸
へ
分
か
れ

音
声
に
従
っ
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
実
施
す
る
。

(

金
）
第
３
回
ト
ラ
イ
実
行
委
員
会

ク

26

て
掃
除
し
ま
し
た
。
毎
年
続

／
５(

日)

向
田

若
宮
祭

ア

10

け
て
い
る
こ
の
活
動
を
通
し

か
な
教
室

西
原
美
智
子

(

日)

第
４
回
三
原
市
民
体
育
大
会

在

12

て
、
海
は
確
実
に
き
れ
い
に

こ
の
春
よ
り
新
し
い
仲
間
が
ふ
え
て
喜
ん

(

日)

須
ノ
上

秋
の
大
祭

現

19

日

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

で
い
ま
す
。
私
は
数
年
前
よ
り
六
十
の
手
習

(

日)

向
田

秋
の
大
祭

26

１

い
で
始
め
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
い

月

貝
の
放
流

ま
す
。

。

８

そ
の
後
、
須
ノ
上
海

暇
を
見
つ
け
て
墨
を
す
る
と
不
思
議
と
心

す

年

岸
で
鷺
浦
小
学
生
に

が
落
ち
着
き
ま
す
。
一
枚
の
作
品
が
で
き
た

・
妻
が
あ
り
俳
句
が
あ
り
て
八
十
路
か
な

ま

０

よ
り
貝
の
放
流
を
行

時
の
よ
ろ
こ
び
は
、
心
を
満
た
し
て
く
れ
ま

・
梅
雨
あ
け
の

満
月
池
に

美
し
く

り

２

っ
た
。
バ
ケ
ツ
に
分

す
。
“
継
続
は
力
な
り
”
の
教
訓
を
つ
く
づ

あ
か
ん
た
れ

が

成

け
ら
れ
た
貝
を
手
で

く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

・
石
槌
の

ふ
も
と
で
出
逢
う
山
ぼ
う
し

あ

平

掴
ん
で
、
決
め
ら
れ

皆
さ
ん
も
一
緒
に
筆
文
字
を
習
っ
て
み
ま

・
お
地
蔵
さ
ん

よ
り
そ
い
集
う
夏
の
宵

ち

た
柵
（

ｍ
四
角
）

せ
ん
か
。

Ｍ
Ｔ

た

10

を
中
心
に
周
辺
に
も

・
や
れ
怖
し

異
常
ば
か
り
だ
天
も
地
も

で

バ
ラ
マ
い
た
。

Ｋ
Ｋ

”

楽
し
そ
う
に
ば
ら

・
祖
父
拓
き

父
は
い
も
植
え

俺
ミ
カ
ン

Ｐ

ま
く
姿
は
、
昔
ど
お

子
ど
も
は
町
で

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
だ

Ｈ

り
の
島
の
子
で
あ

ウ
リ
ボ
ー

ま

る
。
た
だ
、
残
念
な

・
精
出
し
て

み
か
ん
作
れ
ど

猪
奴

し

め

が
ら
経
験
不
足
と
、

よ
だ
れ
垂
ら
し
て

食
い
逃
げ
ト
ン
ず

ぎ

引
き
潮
だ
っ
た
の

Ｒ
Ｋ

さ

で
、
放
流
し
た
貝
の

・
税
負
担
こ
れ
で
い
い
の
か
や
り
き
れ
ぬ

”

か
な
り
を
死
滅
さ
せ

こ
れ
が
な
け
れ
ば

細
々
行
け
る

て
し
ま
い
ま
し
た
。

・
偽
絶
え
ず
ご
飯
に
ウ
ナ
ギ
よ
く
食
べ
た

誠
に
残
念
。
次
回
は

し
も
う
た
事
ね

後
の
祭
り
だ

考
え
ま
す
。

Ｄ
生



第
２
回
実
行
委
員
会

お
地
蔵
さ
ん

７
／

(

土
）

三
原
で
鷺
浦
郷
土
写
真
展

19

７
月

(

金)

約

名
の
実
行
委
員
に

今
年
も
、
夏
の
お
祭
り
、
お
地
蔵
さ
ん

４
月
に
「
す
こ
ぶ
る
広
島
」
、
７
月

「
さ
ぎ
し
ま
散
策
」
と
題
し
た
山
下
博
巳

25

50

よ
り
、
大
会
前
、
最
後
の
実
行
委
員
会

に
三
地
区
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
町
民
が
集

に
「
田
舎
暮
ら
し
」
と
い
う
雑
誌
に
定

先
生
の
写
真
展
が
三
原
サ
ン
シ
ー
プ
ラ
ザ
四

が
行
わ
れ
た
。
参
加
選
手
の
手
続
き
進

ま
り
、
飲
ん
で
食
べ
て
笑
っ
て
、
楽
し
く

住
促
進
の
適
地
と
し
て
「
佐
木
島
」
が

階
の
“
ふ
れ
あ
い
広
場
”
に
て
、
七
月
一
日
よ

４

捗
状
況
、
大
会
を
支
え
る
役
員
・
ボ
ラ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
ま
し
た
。

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
（
全
国
版
）
そ
の

り
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

０

ン
テ
ィ
ア
の
確
認
・
係
別
準
備
状
況
な

カ
ラ
オ
ケ
も
飛
び
入
り
Ｏ
Ｋ
で
し
た
。

た
め
空
き
家
の
引
き
合
い
が
、
現
在
数

風
光
明
媚
な
鷺
島
を
謳
っ
た
梁
川
星
巖
の

０

ど
多
く
の
協
議
を
行
っ
た
。
定
員

名

世
話
人
さ
ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。

件
、
市
の
観
光
課
に
き
て
い
ま
す
。

漢
詩
“
双
鷺
洲
”
の
解
釈
文
を
は
じ
め
、
割
石

５

350

の
と
こ
ろ
、
個
人

名
＋

チ
ー
ム
計

島
の
人
口
流
入
策
の
た
め
に
是
非
と

地
蔵
の
大
き
な
写
真
と
共
に
地
蔵
尊
の
刻
文

ー

355

18

名
の
競
技
者
と
成
る
予
定
で
あ
る
。

も
空
き
家
の
提
供
を
お
願
い
い
た
し
ま

の
意
味
の
解
説
を
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

７

373定
員
オ
ー
バ
ー
の
た
め
、
急
遽
駐
輪
場

す
。
連
絡
先
、
雑
誌
の
閲
覧
は
コ
ミ
ュ

地
域
の
神
社
・
古
跡
・
内
海
に
囲
ま
れ
た

８

の
拡
張
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

（
奥
野
）

穏
や
か
な
風
景
な
ど
大
き
な
パ
ネ
ル
を
含

島
外
か
ら
の
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
昨

め
、六
十
一
枚
の
額
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｌ

年
よ
り
３
倍
位
多
く
な
る
予
定
で
す
。

町
内
の
あ
る
人
は
「
知
ら
な
い
事
が
い
っ
ぱ

Ｅ

さ
て
、
大
会
も
早
一
ヶ
月
前
と
な
っ

い
あ
っ
た
」
と
感
心
し
き
り
、
三
原
の
人
は

Ｔ

日

て
き
ま
し
た
が
、
今
年
も
、
猛
暑
が
予

「
美
し
い
風
景
だ
け
で
な
く
歴
史
の
長
い
島
、ー

１

想
さ
れ
ま
す
。「
・
・
・

同
封
の
書
類

一
度
訪
れ
て
み
た
い
」
と
・
・
・
。

タ

月

は
私
の
熱
中
症
の
診
断
書
の
コ
ピ
ー
で

長
年
郷
土
史
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
先
生

ン

８

す
。
結
局
私
は
一
週
間
の
入
院
と
一
週

が
先
人
の
足
跡
に
光
を
・
・
・
学
ん
で
継
承

セ

年

間
の
自
宅
療
養
と
成
り
ま
し
た
。
来
年

を
の
思
い
が
写
真
を
通
し
て
伝
わ
っ
て
き
ま

０

は
こ
う
い
う
人
が
で
な
い
よ
う
に
・
・

す
。
三
原
に
お
出
か
け
の
際
は
ち
ょ
っ
と
た

２

・
」
一
ヶ
月
入
院
し
た
人
も
い
ま
し
た
。

ち
よ
っ
て
み
ま
せ
ん
か

習

成

大
会
運
営
は
大
変
厳
し
い
で
す
ね
。

７
月
１
日
～
９
月

ま
で

学

26

平

吉
田
千
津
子

いが

ヤ
ッ
サ
練
習
７
／

・

・
８
／
６

き

23

31

架
橋

県
道
草
刈
り

名

生

40

朝
五
時
半
、
草
刈
り
隊
集
合
>
、
眠
い
目

く

を
こ
す
り
こ
す
り
、
朝
飯
を
食
べ
て
、
道
具

し

を
準
備
し
て
、
み
な
よ
く
集
合
し
ま
し
た
。

楽

早
い
内
な
ら
、
体
も
動
く
。
９
時
ま
で
は

で

よ
か
っ
た
が
、
そ
れ
が

時
・

時
に
な
る

な

10

11

と
、
だ
ん
だ
ん
息
切
れ
し
、
へ
た
り
込
む
。

ん

熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
水
の
補
給
は

み

み
な
気
を
つ
け
て
い
た
よ
う
だ
。

時
ま
で

12

頑
張
っ
た
班
も
い
た
よ
う
だ
が
、
彼
ら
は
若

い
=

今
年
か
ら
、
草
刈
り
面
も
半
分
に
値

切
ら
れ
、
手
間
賃
も
少
な
い
の
だ
が
、
お
陰

で
県
道
側
面
は
き
れ
い
に
な
っ
た
。
ご
苦
労

様
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
研
修
生
あ
り
が
と
う
。


